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7.在 職 職 員

































2.研 究 交 流
(1)海 外 出 張
(2)外国人滞在研究者




















Ⅷ.教 育 活 動
1.大学院修士課程 (農学研究科)
(1) 沿 革




(2) 専攻 ･大講座 ･教育研究分野


































































































































































































生 物 化 学
助 教 授 小 沢潤 二郎
助 手 武 田 晃
I 岡 本 賢 一
事 務 部
事 務 長 小 坂 哲 二
庶 務 係 係 長 村 川圭 四郎
事 務 月 平 岡 章 一
〝 梶 谷 益 子
作 業 月 浅 野佐 次郎
〝 渡 連 鶴 子
会 計 係 係長心得 西 徹 夫
事 務 月 河 口 房 夫
〝 光 畑 登
〝 高 橋 幸 恵
図 書 係 係 長 高 橋 良 平
事 務 月 守 屋 啓 子





赤 木 菊 野


















































技 術 職 月













































































































(凱 実学io#晶 品 品 遇 5昔)
第1粂 岡山大学農業生物研究所規程第6条第2項の規定に基づき,この規程を定める｡




三 助 教 授
四 講 師
















(凱 匙 io#晶 品 品 遇 5号)
改正 昭44.12.1.農研規 1号
第1条 岡山大学農業生物研究所規程第6条第2項の規定に基づき,この規定を定める｡




三 助 教 授
四 講 師
五 助 手









































昭和年月 増減面積 沿 革













自転車置場56mB 駐車場969m2 農道725m2 緑地3,320m2
(2)建物
取得年月(昭和) 建物名称 構 造 面 積 備 考
30.4/ 作物遺伝部研究室事 務 室 W-1 m 22422 財団法人 大原農業研究所より寄付受領
取 りこわし 38.7 86m2
39.9 156m2
〝 〝 38.7
/ 作物生理部及び W-1 33221690 / 焼 失 31.10 272m2



































ガ ラ ス 室
温 室




















































































温 室 準備 室
温 室
温 室
温 室 準備 室
研究棟 2号館
R I研 究 室











観 測 小 屋
小動物飼育実験室
種 子貯 蔵 庫
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(3 ) 建 物 配 置 図
(昭 和 28年 )
1.作物遺伝学研究室 12.標本室 23.農産物収納庫
2.事務室 13.物 置 24.乾燥室
3.低温室 14.便 所 25.製粉室
4.作物生理研究室及び生物化学研究室 15.小便室 26.物 置
5.植物病理学研究室及び害虫研究室 16.殺菌室 27.テニスコー ト
6.養虫室 17.物 置 ①-⑤ 宿 舎
7.図書整理室 18.ガラス室 日 田
8.図書閲覧室及び事務室 19.薬品庫 〉 畑
9.書 庫 20.地下室 Q 広葉樹
10.温 室 21.便 所
【2 aQ Q 行司 】 4ロコ8
6 tl3 ′′
I7- ∫l ､ヽ′-■一I




5.ボイラ一室 b 145.温 蓋
6.誤 漂 墓及び分館事務里 16. 〟 〉 畑Q広葉樹
? ? ? ?
?? 〞 ? 〞 ? 〞 ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
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1.管理棟 ll.テニスコー ト 21.ガラス室及び網室
2.研究棟 (1号館) 12.車 庫 22.環境 自動制御装置室
3.研究棟 (2号館) 13.収納含 23.土壌水分調節装置
4.動物飼育実験室 14.温室準備室 24.薬品庫
5.RⅠ実験室 15.温 室 25.気象観測測器室
6.ボイラ一室 16. 〟 26.露 場
7.種子貯蔵庫 17. 〟 ① 宿 舎
8.図書閲覧室及び分館事務室 18. 〟 ll 田
9.書 庫 19. 〟 畑
(昭和62年)
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4.予 算 (当初予算 ;校費,職員旅費他)
年度 金額 (万円) 年度 金額 (万円) 年度 金額 (万円) 年度 金額 (万円)
26 102 36 1,527 46 4,674 56 ll,230
27 204 37 1,567 47 5,066 57 10,984
28 391 38 1,783 48 5,700 58 10,883
29 532 39 2,075 49 6,070 59 10,803
30 563 40 2,428 50 7,026 60 ll,203
31 583 41 2,848 51 7,186 61 ll,179
32 659 42 3,263 52 7,832 62 ll,095
33 718 43 3,355 53 8,372




昭和 年度 教 授 助教授 助 手 教務員事 官技官等 合 計
28 5 5 9 25 44
33 5 5 9 24 43
38 6 6 ll 40 63
43 7 7 13 40 67
48 8 8 16 39 71
53 8 8 15 36 67
58 8 9 15 33 65
62 8 9 15 31 63
2.歴代所長
氏 名 在職期間 (昭和 年 月 日 )
西門 義一 (農博) 26.4.1-28.7.31(農学部附属大原農業研究所長)
西門 義一 (農博) 28.8.1-33.10.14
杉山 章平 (農博) 33.10.15-43.3.31
高須 謙一 (理博) 43.4.1-49.3.31
小沢潤二郎 (農博) 49.4.1-53.3.31
安江 安宣 (農博) 53.4.1-55.3.31
瀬尾 琢郎 (理博) 55.4.1-57.12.15





杉 山 章 平 (農博) 43.4.1
小 林 純 (理博) 50.4.1
高 橋 隆 平 (農博) 51.4.1
高 須 謙 一 (理博) 51.4.1
小 沢 潤 二 郎 (農博) 55.4.1
安 江 安 宣 (農博) 55.4.1
日 浦 運 治 (農博) 60.4.1
瀬 尾 琢 郎 (理博) 60.4.1
4.歴代図書分館長
氏 名 在 職 期 間
高 須 謙 一 (理博) 38.1.1-43.3.31
安 江 安 宣 (農博) 43.4.1-45.3.31
高 橋 隆 平 (農博) 45.4.1-51.3.31
安 江 安 宣 (農博) 51.4.1-53.3.31~
瀬 尾 琢 郎 (理博) 53.4.1-55.3.31
日 浦 運 治 (農博) 55.4.1-57.12.15
中 川 恭 二 郎 (農博) 57.12.16-59.3.31
八 木 正 一 (理博) 59.4.1-63.3.31
5.歴代大麦系統保存施設長
氏 名 在 職 期 間
安 江 安 宣 (農博) 54.4.1-54.4.30(事務取扱)
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6.歴代事務長
氏 名 在 職 期 間
小 坂 哲 二 27.4.1-38.3.31
山 本 昌 介 38.4.1-39.3.31
横 田 静 寿 39.4.1-40.3.31
岡 本 芳 郎 40.4.1-43.3.31
岸 本 義 久 43.4.1-45.3.31
田 中 正 45.4.1-47.3.31
赤 柏 義 之 47.4.1-54.3.31
穐 山 文 雄 54.4.1-56.3.31
安 藤 正 56.4.1-60.3.31
7.在職職員 (退職者,転勤者)
(1) 研究部門
最終在籍書印可 氏 名 (旧姓) 最終職名 在職期間 (昭和 年 月) 備 考
植物病理学生 化学 森田日出男 助手 26.4-26.ll 退職
清水 景子 事務月 26.4-27.3 退職
西門 義一 教授 26.4-33.10 定年退職
吉富 清志 (渡連) 教務月 27.4-34.8 退職
竹久 良子 (高原) 技術月 37.4-41.3 退職
坂本喜美杖 技官 46.4-48.3 学内転出
井上 忠男 助教授 27.4-48.9 大阪府立大学
日浦 運治 教授 26.4-60.3 定年退職
貝原 弘道 教授 76 信州大学
武田 晃 助教授 27.4-35.5 学内転出
岡本 賢一 助手 27.4-36.10 岡山県立短期大学
竹内 操子 技術点 37.4-37.12 退職
友成 信子 教務月 38.1-40.6 退職
香西南海子 技術補助月 37.4-41.3 退職
森田 明子 技官 41.4-46.3 退職
畑中 千歳 助手 36.ll-48.3 広島大学
三宅 量子 技官 46.4-49.1 退職






























































































































































































最終在籍係 氏 名 (旧姓) 最終職名 在職期間 (昭和 年 月) 備 考
庶務係 小坂 哲二 事務長 27.4-38.3 退職
山本 昌介 事務長 38.4-39.3 学内転出
横田 静寿 事務長 39.4-40.3 学内転出
岡本 芳郎 事務長 30.10-36.9,40.4-43.3 定年退職
岸本 義久 事務長 43.4-45.3 学内転出
田中 正 事務長 45.4-47.3 学内転出
赤柏 義之 事務長 47.4-54.3 定年退職
穐山 文雄 事務長 54.4-56.3 学内転出
安藤 正 事務長 56.4-60.3 定年退職
平城 芳子 着貞 6 27
小川キヨノ 作業員 26.4-27.3 退職
村川圭四郎 係長 26.4-30.10 学内転出
浅野佐次郎 用務員 26.4-36.3 退職
平岡 章一 次席 27.4-38.ll 学内転出
広畑 菊男 係長 37.3-39.8 学内転出
真野 澄夫 次席 38.4-42.3 学内転出
渡辺 鶴子 事務官 26.4-43.3 退職
岡本 博聴 係長 39.8-43.3 学内転出
那須 靖和 事務官 39.ll-43.4 学内転出
安達 祐三 係長 43.4-44.10 学内転出
古谷 義臣 主任 45.5-46.3 学内転出
小山 一美 係長 44.ll-47.3 学内転出
虫明 邦彦 係長 47.4-50.4 学内転出
森下千恵子 事務官 43.9-51.3 退職
三宅 進 主任 49.5-51.3 学内転出


































































































































































































































































































教 授 (農博) 木 村
助教授 (理博) 米 谷
助 手 田中丸














































八 木 正 一
青 山 勲
村 本 茂 樹
中 島 進
西 崎 日佐夫



















池 上 克 己
高 杉 規
鈴 木 茂 樹
大野呂 操 美
吉 田 由美子














年度 装 置 名 規 格 等 備 考
29真 空 冷 凍 乾 燥 器 共和式 RL1000型 1台 昭和47年度 不用決定4 〝
/ マ イ ク ロ フ ォ ー ヂ ASA LOE製 1〝
30定 温 橋型 7連式 -50℃～25℃ 式
31 自動 気 候 観 測 装 置 横河ヒューレットパッカード社製 1〝 55 〝
/ 光 電 分 光 光 度 計 島津製 QB-50型 他 1〝 45 /
/ 定性定量発光分光分析装置 〝 万能発光装置 他 1〝 51 〝
32光 電 分 光 光 度 計 〝 QR-50型 1台 53 〝41 管理換
/ チゼリウス電気泳動装置 〝 ST-SP型 1式
/ カウンターカレント装置 向流分配装置 他 〝
33赤外線瓦斯分析 装置 -ル トアンアンドブラウン製 1〝 47 〝
34 ミクロホ トメー ター 理学電機製 MP-3型 1〝 51 不用決定5 〝
35遠 心 分 離 機 日立製 40p-DG型 1〝
/ 人 工 気 象 装 置 人工気象箱 他
36電 子 顕 微 鏡 装 置 日立製 HS-6型 他 1〝 57 〝
37ガス クロマ トグラフ 〝 KGL-2A型 1〝 55 〝
38蛍 光 X 線 装 置 理学電機製 GF-S型 他 1〝 46 管理換
39 自動 記 録 読 取 装 置 オー トプロセス製 CR型 1〝 55 不用決定
// 分 光分析 用発光装置 中野電子製 LPS-D7型 1〝 51 〝
// 電 気 恒 温 恒 湿 器 田菓井製 LHT-1型 1〝 52 〝
42 自 記 分 光 光 度 計 日立製 EPS-3T型 他 1〝
45 電 子 顕 微 鏡 〝 HU-12型 他 1〝
/ 光電管式多元素分析装置乱 流 輸 送 測 定 装 日本ジヤ-レルアッシュ製D-70型 1〝海上電機製 超音波風速計PAS-2111型 他
46六段階環境 制御 装置 田葉井製 プラチナスレインポ-P,R-1ⅠI他 1〝
/ 分 析 用 超 遠 心 機 日立製 282型 1〝
47 自 記 分 光 光 度 計 〝 356型 他 1〝
48発 光 分 光 分 析 装 置 日本ジャーレルアッシュ製SPEC-LAB型 他 1〝
28
オフラインデータ 収ー録装置
走 査 型 電 子 顕 微 鏡
エチレン等ガス実験装置
液体シンチレー ションシステム
単 色 光 照 射 装 置
原 子 吸 光 分 光 光 度計
液 体 ク ロマ トグ ラ フ
分 離 用 超 遠 心 機
図 形 処 理 シ ス テ ム
TOC 測 定 装 置
原 子 吸 光 分 光 光 度 計
生 物 環 境 制 御 装 置
自 記 分 光 光 度 計
分 光 光 度 計
多連室温度日長制御装置
液 体 ク ロマ トグ ラ フ
生物特殊反応実験装置
放 射 能 監 視 装 置
分 光 蛍 光 光 度 計
放 射 能 測 定 装 置
液 体 ク ロマ トグ ラ フ
出 入 管 理 シ ス テ ム



















ペ ックマン社製 L5-75型 他





? ? ? ?? ? ? ?? ? ? ?? ?? ?? ?
小糸製
コイ トトロンKG-D型206HL-D 他 1〝
日立製 260-30型 1〟
日立製 220A型 他 1〝
木屋製作所製 5LTL-50S型 1〟
ウォーターズ社製 ALC/GPC206型 1〟
小糸製 環境試験装置降雨装置付 4台 他 1〟
富士電気製 水モニターNESD2YOZ型 他 1〝
島津製 RF-503A型 他 1〝
アロカ製 ARC-361型 オー トウェルガンマ 他 1〟
ウォーターズ社製 3000F型 他 1〝
熊平製 GG-1000型 他 1〝
ペ ックマン社製 L7-55T型 他 1〝
島津製 GCMS-QPIOOOA型 他 1〟
光進電気工業製 KOAC-7500型 他 1〝





















































日 本 703 朝 鮮 半 島
ネ パ ー ル 260 印度,西南アジア
欧 州 316
















































































28 114,431 40 132,890 1,808
29 117,038 2,607 41 134,567 1,677
30 117,956 918 42 136,369 1,802
31 118,963 1,007 43 138,168 1,799
32 120,504 1,541 44 140,534 2,366
33 122,316 1,812 45 142,427 1,893
34 123,577 1,261 46 143,912 1,485
35 125,443 1,866 47 126,797* 1,909
36 126,620 1,177 48 129,214 2,417
37 128,594 1,974 49 130,827 1,613
38 129,654 1,060 50 132,328 1,501









































OperaOmnia.(M.Malpighi著)1687 ライデン版 1冊 (379頁)
Malpighiは,イタリアの解剖学者｡彼の植物,動物及び医学に関する主論文集で初版
本｡ペッファー文庫所蔵｡















































演台及び講習会を開催 した｡その内容は ｢農学講演集｣として刊行されたが,6巻 (大
正13年)から｢農学研究｣(季刊)と改題 し,学術論文の原著を掲載 した｡岡山大学に移
管の後 も継続して,現在,62巻 1号 (1988.3)まで発行されている｡昭和60年3月,
研究所創立70周年記念として ｢農学研究総目次｣(第1-60巻)が刊行された｡















会や官公庁 ･企業とか,各省の試験場や主たる図書館 ･博物館 ･植物園などである｡
ア ジ ア ア フ リ カ 米 州 欧 州
日 本 750 南 ア フ リ カ 8 アメリカ合衆国 114 ◆西 ド イ ツ 38 ユーゴスラビア 10
中華人民共和国 16 ケ ニ ア 4 ブ ラ ジ ル 13 イ タ リ ア 37 ス ペ イ ン 9
イ ン ド 15 チ ュ ニ ジ ア 3 カ ナ ダ 12 イ ギ リ ス 36 ベ ル ギ ー 8
大 韓 民 国 9 エ チ オ ピ ア 1 アル ゼ ンチ ン 12 チェコスロバキア 29 ◆ソ ビエ ト連 邦 8
フ ィ リ ピ ン 7 エ ジ プ ト 1 メ キ シ コ 6 ポ ー ラ ン ド 22 フ ィンラ ン ド 7
中 華 民 国 6 モ ロ ッ コ 1 キ ュ ー バ 6 オ ラ ン ダ 20 デ ン マ ー ク 5
イ ン ドネ シア 5 マ ダガ ス カル 1 コ ロ ン ビ ア 5 ル ー マ ニ ア 17 ポ ル ト ガ ル 4
マ レ - シ ア 3 アル ジ ェ リア 1 ペ ノレ - 2 莱東 ド イ ツ 14 ギ リ シ ャ 3
ベ トナム共和国 2 グ ア テ マ ラ 1 フ ラ ン ス 13 ア イル ラ ン ド 3
朝鮮民主主義人民共和国 1 コ ス タ リ カ 1 オース トリア ll ノ ル ウ ェ ー 3
タ イ 1 チ リ 1 ス ウ ェーデ ン ll ブ ル ガ リ ア 1
ス リ ラ ン カ 1 トリニダー ドトパコ 1 - ン ガ リ ー ll
ト ル コ 1 ス リ ナ ム 1 ス イ ス ll
国内 750件 国外 614件 (環太平洋 21件を含む) (昭和62年度)
37










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































氏 名 昭和 年 月 出張先国 出張機関 目 的
武田 晃日浦運治松本義明安江安宣〟木村和義昭三兼久勝夫笠原 32.10-34.55 6107 9988-38.102 344 4523 4,6 アメリカ合衆国 他カナダインドネシア〟フィ ピン 他連合王国 他他〟 BoyceThompson 植物成長素性物質に関
Ⅰnst,forPlantReearchUniV.fMinesotaitbCornelUnV.W lshPlantBreed-する研究オオムギのうどんこ病抵抗性に関する研究昆虫の寄主選択に関する研究西イリアン学術探検予備調査 調義南方地域農業生物学術調査雨によるリー チングに関する研究作物 適応性機構の生
ingStation他 理,生態的解析に関する研究南方地域農業生物学術調査 〟
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昭和 年 月 学 会 名 会 場
27.ll 日本植物病理学全 開西部会 岡山大学大原農業研究所
34.10 日本昆虫学会 岡山大学農学部
35.2 日本応用動物昆虫学会 中国支部会 岡山大学農業生物研究所
35.ll 日本農業気象学会 中国四国支部大会 岡山県庁
36.12 日本農業気象学会 中国四国支部大会 岡山県総合福祉会館
40.ll 日本農業気象学会 西日本大会 岡山県職員会館三光荘
41.ll 日本生気象学会 第5回大会 岡山大学農業生物研究所
42.7 日本土壌肥料学会 関西支部講演会 岡山大学農業生物研究所
42.10 日本応用動物昆虫学会 中国支部会 岡山大学農業生物研究所
45.10 日本育種学会 倉敷文化センター
46.10 日本農業気象学会 中国四国近畿支部合同大会 岡山大学農業生物研究所
47.ll 日本植物病理学会 第6回感染機作談話会 山陽-イツ
50.4 日本雑草防除研究会 第14回講演会 倉敷文化センター
50.12 日本農業気象学会 全国大会 倉敷文化センター
53.10 日本昆虫学会 倉敷市民会館
57.78ll 第77回日本土壌肥料学会 関西支部講演会 岡山県農業会館大学農業生物研究所
ならびに第60回関西土壌肥料協議会講演会
日本農業気象学会 中国四国支部大会






氏 名 貴 名 昭和年月 対象研究 (功績)
笠原安夫〟 農業技術協会賞 28.1232ll 雑草防除の基礎的研究及び2,4-Dによる水田除草技
及び農林大臣賞 術の確立
倉敷市文化賞 水田雑草 防除に関する研究
/ 日本作物学会賞 37.4 本邦耕地雑草に関する研究
/ 日本農業研究所賞 49.5 耕地雑草及び防除に関する研究
高橋隆平 日本育種学会賞 29.4 本邦大麦品種の分類と地理的分布に関する研究
/ 倉敷市文化賞 30.ll 稲麦類の研究並びに農学-の貢献
/西門義- 日本農学賞及び読売岡山県文化賞 44.4312 オオムギ品種の地理的分布と遺伝的分化の研究植物病学
小林 純 山陽文化賞 32.ll 河川水質研究
/ 日本農学賞 33.4 本邦陸水水質の化学的研究
/ 倉敷市文化賞 34.ll 河川水質の研究による農芸化学の進歩に貢献
/ 中国科学賞 37.ll 河川水質の研究
日浦運治 日本育種学会賞 35.4 オオムギのうどんこ病抵抗性に関する研究
/ 日本植物病理学会賞 54.3 イネ科植物うどんこ病菌の病理遺伝学的研究
井上忠男 日本植物病理学会賞 44.3 日本マメ科植物のウイルスの分類同定に関する研究
鈴木幸雄安田昭三 日本農芸化学会農芸化学奨励賞育種学会 46.457 ビタミン類の糖化合物に関する研究オオムギの出穂生理とその遺伝に関する研究
69
(5) 学位受領者 (農生研在職中)
氏 名 学 位 昭和年月 受領大学 論文題目
小沢潤二郎武田 晃 農学博士工 30.5112 京都大学 ペクチン酸酵特にポリガラクチェロナ-ゼの特異性に関する研究植物生長素性物質の合成に関する研究
日浦 運治笠原 安夫 農学博士 34.453 九州大学東京 ウドンコ病に対するオオムギ品種の抵抗性に関する遺伝学的研究本邦耕地雑草に関する研究
小林 純 理学博士 35.8 名古屋大学 陸水水質の化学的研究
井上 忠男 農学博士 36.1 東京大学 麦斑菓モザイク病に関する研究
松本 義明 農学博士 36.9 東京大学 ヤサイゾウムシの求食活動について
安田 昭三 農学博士 36.10 北海道大学 大麦の出穂期に関する研究


















































昭和 年 月 氏 名 所 属 .職 名 演 題
第 1回59.12[環境ストレスと作物] 青山 勲石原 邦叫田 芳雄木村 和義菅 洋 岡山大学農業生物研究所助教授東京農工大学農学部･教授九州 部 .敬撹北 学農学研究所 .教授 水圏環境における毒理学植物の水分ストレスと光合成ストレス下の植物栄養降雨環境ストレ 下の作物制御機構
第2回61.1 井上 威信本吉 徳男奥 八郎兼久 勝夫松本 義明斎藤 哲 岡山大学農業生物研 植物ウイルスと宿主.Vectorとの相互関係
[生物間相互 究所教授 -PotyVirus群ウイルスについて-
作用] 農林水産省農業生物 トマ トにおけるTMVと抵抗性遺伝子の相
資源研究所 .室長 互作用
岡山大学農学部 .敬撹 業生物研究所教授東京名古屋大学農学部 .教授 植物病害における宿主と病原菌の相互作用昆虫の分泌する相互作用物質昆虫誘引物質忌避剤と摂食阻害
第3回62.1[生物機能の解析と活用] 松本 英明吉田 静夫 岡山大学農業生物研究所助教授北海道大学低温科学 イオンストレスによる植物の代謝機能の障害細胞膜と液胞膜の物質的機能的側面からみ
72
旭 正鈴木 幸雄山田 秀明田端 守 名古屋大学農学部 . 高等植物における傷害刺激による細胞オル
教授 ガネラの発達誘導












専 攻 講 座 部 門
農 学 作物学,作物生理学,育種学,作物辻伝学,応用昆虫学,書虫学,植物病学,
植物病理学,食料生産管理学,資源管理学,微細気象学,雑草学
園 芸 学 果樹園芸学,読莱園芸学,花井園芸学,造園学,園芸利用学


























渡部尚久 (虫),黒住 徹 (逮)
藤森茂樹 (化)
蜂谷欽二(坐),小林行高(遺),西田富士夫(革)




野田千代- (柄),松満幹夫 (柄),芦田栄徳 (虫),森原 修 (虫)
上野和治 (草)
細谷春善 (遺),平松良夫 (気)
長塚 久 (虫),増田芳樹 (虫)
高橋克宗 (遺)
奥 尚 (柄),足立裕弘 (虫),辻 博夫 (虫),谷川元一 (坐),岡村秀雄 (水)
斉藤 渉 (遺)
飯野尚之 (柄),走平香代子 (柄),中住晴彦 (遺),清水 元 (坐),
徳森恒雄 (水),露崎 浩 (革)
石井啓行 (化),中野真之 (化),康内いと代 (草)
内山圭二 (虫),松浦誠司 (遺),小山直樹 (辛),今西 競 (草),
DIDYSOPANDIE (坐),MUHAMADAHMADCHOZIN (革)
森田 淳 (革),小山内英一 (遺)
注)柄 :植物病理学,化 :生物化学,虫 :害虫学,坐 :作物生理学















(2) 専攻 ･大講座 ･教育研究分野
専 攻 大 講 座
物 質 科 学 物質基礎科学 (7分野),物性科学 (7分野),反応科学 (6分野)
物質開発学 (7分野),地球物質科学 (7分野)
生産開発科学 生産環境開発学 (水質学,他7分野),機器装置設計学 (6分野)
エネルギー変換学 (6分野),生物生産管理学 (雑草学,植物病原学,
昆虫生理学,他5分野),生物生産技術学 (6分野)
生物資源科学 基礎生物学 (6分野),遺伝子科学 (作物遺伝育種学,他5分野),
生物機能開発学 (生体物質生化学,他4分野),生物機能調節学 (植物
栄養生理学,作物微細気象学,他5分野)






学 位 授 与昭和年月日 氏 名 学 位 論 文 名
62.3.28 露崎 浩 学術博士 メヒシバの種生態学的研究
3.非常勤講師
氏 名 委 嘱 先 担当科目 期間 (昭和年度)
小沢潤二郎 岡山大学農学部 酵素化学 31-36
/ 山口大学農学部 / 32-34,37
/ 岡山大学工学部 / 39-42,44
/ 美作女子大学家政学部 応用微生物学 45,46,48
安江 安宣 岡山大学農学部 害虫防除剤学 31-48
/ 広島大学水畜産学部岡山 農学部 農学特論 (作物害虫学)応用昆虫学 ⅠⅠ 32-3446
/ 神戸大学農学部 昆虫学特論 53,54
高須 謙一 岡山大学法文学部 気候学 32-34
/ ノー トルダム清心女子大学 生物学 33-50
/ 京都大学農学部 応用気象学 36-42
/ 岡山大学農学部 植物生理学 45-49
/ 広島大学大学院理学研究科 微細気象学 48
高橋 隆平 岡山大学農学部 推計学 37-46
/ 九州大学農学部 育種学特別講義 34,42
/ 岐阜大学農学部 集団遺伝学 35-42
瀬尾 琢郎 高知大学農学部 応用気象学 36,39,40,45-48


















































































































































































































氏 名 所属部門 期 間 (昭和 年 月)
小岩井 晃 作物生理学 48.10-49.10
尾原 和夫 害虫学 49.4-50.3
前田 俊英 害虫学 50.4-54.3
蜂谷 欽司 作物生理学 50.4-51.3
今村 真知子 作物生理学 50.4-51.3
寺岡 久之 水質学 50.4-59.3
小林 行高 作物遺伝学 50.4-52.3
林 栽允 生物化学 51.4-52.3





































































































年度 研究助成費 事業助成費 総 額













45 500,000 455,000 955,000
46 1,204,000 305,000 1,509,000
47 1,380,000 255,000 1,635,000
注)単位は円｡
年度 研究助成費 事業助成費 総 額
48 3,200,000 300,000 3,500,000
49 3,200,000 370,000 3,570,000
50 3,200,000 1,310,000 4,510,000
51 3,200,000 658,000 3,858,000
52 3,200,000 1,898,500 5,098,500
53 4,500,900 805,000 5,305,900
54 3,200,000 1,813,000 5,013,000
55 4,397,400 1,916,000 6,313,400
56 4,250,000 2,533,000 6,783,000
57 4,250,000 3,583,000 7,833,000
58 4,747,000 1,773,000 6,520,000
59 6,250,000 2,246,000 8,496,000
60 5,460,000 2,453,000 7,913,000
61 5,050,000 1,980,000 7,030,000
62 5,450,000 1,550,000 7,000,000












































































































遺 伝 子 解 析 分 野
形 質 発 現 分 野
遺 伝 制 御 分 野
生物間情報認識分野
代 謝 調 節 分 野
機能物質解析分野











教 官 定 鼻
















































































教 授 (工博)青山 勲
助 教 授 (農博)村本 茂樹
助 手 (理博)中島 進
技 官 西崎日佐夫
環境適応解析分野
教 授 (農博)木村 和義
助 教 授 (農博)西 克久
〝 (理博)米谷 俊彦
助 手 榎本 敬
〝 (農博)田中丸重美
〝 (理博)柏木 良明
技 官 平岡 直子
技術補佐員 平野 幸子
生活環解析 (外国人事鼻)部門
客 員 教 授 K.W.SHEPHERD
農場
農 場 長 (併)(農博)安田 昭三
主 事 (併)(農博)武田 和義
技 官 高見 正夫
附属大麦系統保存施設






















































































































Ⅱ.研 究 業 績
1.植物病理学部門
著 雷







































































































































































西門義一 ･渡辺清志 ･井上成信.1959.ヤマ-ンノキ芽枯病.農学研究 46:206-213.
















































































井上忠男 ･井上成信 ･麻谷正義 ･光畑輿二.1967.キュウリ緑斑モザイクウイルスに関する
研究.第1報.病原ウイルスの同定.農学研究 51:175-186.
井上忠男 ･井上威信 ･麻谷正義 ･光畑輿二.1967.キュウリ緑斑モザイクウイルスに関する
研究.第2報.伝搬に関する2,3の実験.農学研究 51:187-197.






































































































































































































武田 晃 ･千田治郎.1954.有機化合物に対するKjeldahl-窒素定量法 (変法)の適用性に
就いて.(予報).分解条件の選択について.農学研究 41:97-108.





































































































































































































鈴木幸雄 ･内田 網 ･三宅俊雄.1970.リボフラビングリコシド生成酵素によるピリドキシ
ングリコシド類似物質の生成.ビタミン 42:187-192.










































鈴木幸雄 ･三宅俊雄 ･内田 桐 ･昧野愛子.1973.アスコルビン酸グルコシドの生合成.ビ
タミン 47:259-267.







































Yamasaki,Y.,Suzuki,Y.and Ozawa,∫.1977.Purification and propertiesof
a-glucosidasefrom Penicilium oxalicum.Agric.Biol.Chem.41:1451-1458.




























































































































































クヌストモドキTribolium castaneum (Herbst)に対する殺虫効果.農学研究 44:39
-49.
安江安宣.1956.細菌に及ぼす殺虫剤の影響について.農学研究 44:51-55.










































































































竹内 恭 ･安江安宣 ･河田和雄.1970.岡山産ヤサイゾウムシの染色体.動物学雑誌 79:
71-79.
河田和雄.1971.アブラムシの人工飼育.農学研究 54:23-26.
















尾原和夫 ･安江安宣.1974. 軟Ⅹ線写真によるコクゾウ類幼虫の観察. 応動昆中国支会報
16:52-56.
積木久明 ･兼久勝夫.1974.ニカメイガ越冬幼虫の耐凍性.応動昆中国支会報 6:37-39.



















































































































兼久勝夫 ･積木久明 ･自神 孝 ･河田和雄.1987.オオムギの耐アブラムシ性要因.第3報.
人工飼育法による耐性物質の検索.農学研究 63:161-170.
河田和雄.1987.アブラムシのモルフとその発現決定機構.植物防疫 41:149-153.












横木久明 ･兼久勝夫 ･自神 孝 ･河田和雄.1987.オオムギの耐アブラムシ性要因.第2報.
系統間の栄養成分の差異.農学研究 61:149-159.
積木久明 ･兼久勝夫 ･河田和雄 ･自神 孝.1987.オムギの耐アブラムシ性要因ⅠⅤ.系統間
での遊離アミノ酸含量の差異.応動昆 31:411-414.





















































金 乗圭 ･山口益郎 ･高橋英一 ･河崎利夫 ･奥田 束.1967.土壌によるリン吸収およびそ
の溶出.日本土壌肥料学雑誌 38:243-248.






金 乗圭 ･山口益郎 ･高橋英一 ･河崎利夫 ･奥田 東.1968.肥効に対する置換性l)ンの意
義.日本土壌肥料学雑誌 39:161-165.




河崎利夫 ･堀 士郎.1970.作物根の一価カチオン吸収に対するカルシウム効果 (第2報).
温度 ･置換処理ならびに共存ナ トリウムの影響.日本土壌肥料学雑誌 41:149-154.
河崎利夫 ･堀 士郎 ･森次益三.1970.作物根の一価カチオン吸収に対するカルシウム効果
(第3報).2,3の代謝阻害剤 (NaCN,DNP,Ouabain)の影響.日本土壌肥料学雑誌
41:467-472.








































































馬場 起 ･寺岡 幸.1979.作物の大気汚染被害の発生機構に関する生理的研究,第5報.
気孔開度および茎葉組織汁液の酸化還元電位 とオゾン被害との関係.農学研究 57:163-
188.





1報).特異な欠乏症状の発現 (1. トウモロコシ).農学研究 57:203-214.
河崎利夫･森次益三.1979.トウモロコシやソルガムなどに出現するカルシウム欠乏症状(第
2報).特異な欠乏症状の発現 (2.ソルガム,その他).農学研究 57:215-223.












































































































































































高橋隆平 ･林二郎 ･安田昭三 ･塩尻勇 ･赤木温郎.1958.大麦における交雑組合せ検定の実
験例.植物の集団育種法研究 (酒井,高橋,明峰編).126-131.養賢堂 (東京).
































高橋隆平 ･山本二郎 ･安田昭三 ･塩尻勇.1952.オオムギにおける連鎖関係の研究.特に第
Ⅰ,第II連鎖群の遺伝子について.農学研究 40:131-136.
高橋隆平 ･山本二郎 ･安田昭三.1953.柱頭の異常に基づ く大麦の半不稔性の遺伝.農学研
究 41:69-78.






















































高橋隆平 ･林二郎 ･守屋勇 ･下山博.1961.渦性遺伝子の大麦の生産形質に及ぼす影響. Ⅰ.
遺伝子の多面的作用と遺伝的背景.農学研究 49:67-87.


















































































高橋隆平 ･林二郎 ･守屋勇 ･平尾忠三.1970.大麦の縞萎縮病抵抗性に関する研究.第3報.
抵抗性の遺伝と連鎖.農学研究 53:153-165.
Takahashi,R.andTomihisa,Y.1970.Geneticapproachtotheoriginoftwowild














































































































































































































































武田和義.1987.ストレス耐性 ･抵抗性の遺伝.遺伝 41(5):34-38.裳華房 (東京).
武田和義 ･斉藤 渉.1987.オオムギにおける不斉条穂の形質発現と遺伝.農学研究 61:
195-220.

























山元竜三郎 ･光田寧 ･浅井富雄 ･花房竜男･米谷俊彦 ･岩場樹也.1971.気象.｢21世紀の設














































































高須謙一 ･木村和義 ･則武起夫.1973.傑耕栽培ベッドの徴気象.農学研究 55:41-52.

























































































































































佐橋 謙 ･米谷俊彦.1986.自由対流中の気温変動の標準偏差について.農学研究 61:39
-46.


















小林 純 ･森井ふじ.1973.日本人のし尿一東北地方のし尿の無機成分.汚染水質機構 (辛
谷高久編).201-214.共立出版 (東京).









































小林 純 ･瀬野錦蔵 ･湯原浩三.1964.タイ国河川の化学成分の溶出機構.東南アジア研究
第3号 :55-65.








小林 純 ･森井ふじ･村本茂樹 ･中島 進.1970.群馬県安中市の製錬所に因る農作物など
の重金属 (Cd,Pb,Zn)汚染について.日本衛生学雑誌 25:364-375.







小林 純 ･森井ふじ･村本茂樹 ･中島 進.1971.諏訪湖の重金属汚染について.用水と廃
水 13:809-814.












Kobayashi,∫.1973.Effectsofcadmium oncalcium metabolism ofrats.Trace
SubstancesinEnvironmentHealth-Vm pp.295-304.








小林 純 ･森井ふじ･村本茂樹 ･中島 進 ･寺岡久之 ･堀江正治.1975.琵琶湖湖底堆積物
中のヒ素,カドミウム,鉛,亜鉛,鍋,マンガン含有量について,陸水学雑誌 36:6-
18.
小林 純 ･森井ふじ･村本茂樹.1975.キレー ト剤による汚染土壌からのカドミウムの除去.
労働の科学 30:31-37.
小林 純 ･森井ふじ･村本茂樹 ･中島 進 ･浦上佳子 ･西崎日佐夫 ･寺岡久之 ･長尾憲人.
1976.東北地方の河川水質について.農学研究 55:103-144.
153






























































青山 勲 ･西崎日佐夫.1981.湖沼における重金属の分布と動態.生態化学 4:3-15.































青山 勲 ･西崎日佐夫 ･浦上佳子 ･森井ふじ.1982.児島湖における水質の変動特性.農学
研究 59:203-227.




























































青山 勲 ･西崎日佐夫 ･八木正一.1985.ホテイアオイを用いた水質浄化の評価.ホテイア
オイ研究会NEWSLETTER 7:2-6.



































































榎本敬 ･小畠裕子.1984.百聞川の植物.百聞川 (岡山の自然を守る全 編).46-62.167
-170.日本文教出版 (岡山).
榎本敬.1984.鯉ケ窪湿生植物群落.日本の天然記念物 第三巻 植物 Ⅰ(沼田 真編).66
-67.講談社 (東京).
榎本敬.1984.塩湿地と干拓地.現代生物学体系 第12巻a 生態A (沼田真 監).113-
115.中山書店 (東京).
沖陽子.1984.水生雑草の利用考.水草の科学.植木邦和編.123-144.研成社 (東京).





























































































































































































































































































































総 務 河 崎 利 夫 *
植物病理学 井 上 成 信
生物化学 鈴 木 幸 雄
害虫学 河 田 和 雄 **
作物生理学 松 本 英 明
作物遺伝学 安 田 昭 三 **
微細気象学 木 村 和 義 **
水質学 村 本 茂 樹
雑草学 西 克 久
* 委月長, ** ワーキンググループ
(2)資料収集事務担当協力者
担 当 氏 名
庶 務 森 川 克 之, 仁 科 宜 洋, 白 神 桔 子
会 計 松 本 博
平成3年12月
ワーキンググループ 安 田 昭 三
木 村 和 義




編 集 者 岡山大学農業生物研究所史編さん委員会
委 員 長 河 崎 利夫
発 行 者 岡山大学資源生物科学研究所
倉敷市 中央 2丁目20- 1
印 刷 所 広 和 印 刷 株 式 会 社
岡山市豊成 3丁目18- 7
